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 図5  シミュレートと1れ./ζゴ電馬飼善し上.図〉1とそ
 の時の電子害1=度不規則樹造の成長率(下図)。
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 論文審査の結果の要旨
 渡部重十提出の論文は,金星及び地球という二つの惑星の電離層の安定性について理論及び
 観測データーの解析によって研究したものである。
 金星は地球と類似した惑星であるが,磁場をもっていない。したがって,太陽風が直接電離
 層を襲ってきて,イオノポーズを形成する。本論はこのイオノポーズに関して,局所電磁場中
 を運動する粒子モデルをおいて,理論解析を行い,電離層プラズマが急激におちて太陽風プラズ
 マに接する様子を数値的に示すことができた。特に波動と粒子の相互作用の効果が,この粒子
 運動に与える効果をとり入れるとイオノポーズの巾は,過去に行なわれた金星イオノボーズ
 の観測結果と良い一致を示す。
 本論文の第2部では,地球の赤道域の電離層中に発生するプラズマ泡や,特に本研究の結果
 新しく発見されたプラズマ塊(プラズマ・ブロッブ)等の巨大プラズマ擾乱の様相を我国が打ち
 ..ヒげた科学観測衛星,ひのとりに搭載されたインピーダンスプローブの観測に参加し,そのデー
 タ解析を行うことによって実施した、、データ解析の結果は,600kmレベルにおけるプラズマ泡の
 発生域についてはじめてそ0)全体像を明らかにした。プラズマ泡の発生が地磁気緯度±20口以
 内に限られる他,その分布に季節変動があること,また,発生の地方時依存性は,夕方19時と
 22時付近,午前2時前後,そしてあけ方6時付近といった明らかに4つのピークをもっている事も
 明らかになった。これに対してプラズマ・ブロッブはその発生域がプラズマ泡の発生域外にある
 等,相補性をもって発生していてプラズマ泡発生の領域が電離層の下部域にあるのに対して,
 プラズマ・ブロッブは電離層の上部(トップサイド)にあることも示した。
 こうしたプラズマ泡とプラズマ・ブロッブの発生原因を説明するために,本研究では,はじ
 めて,通常のレーリーテーラー不安定に加えて,電離層中の中性風さらに局所電場及びプラズ
 マ中の衝突効果を同時にとり入れた一般化されたレーリーテーラー不安定を提唱する事になっ
 た。
 以一ヒ,渡部重十提出の論文は独創性高く,緻密に組み立てられたもので,著者が自立して研
 究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する事を示している。よって渡部重十提出の
 論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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